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え
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日
」
規
定

一

旧
刑
法
第
十
五
条

我
が
国
の
有
識
者
は
、
知
り
も
し
な
い
の
に
、
旧
中
国
法
に
つ
い
て
悪
く
語
り
た
が
る
人
が
多
い
。
あ
る
有
識
者
は
「
支
那
法
思
想
の

影
響
に
よ
る
残
虐
な
刑
罰
を
廃
し
て
、（
中
略
）
死
刑
の
方
法
も
縛
り
首
だ
け
に
限
定
し
、
懐
胎
中
の
婦
女
子
の
死
刑
に
は
一
定
の
制
限

を
設
け
た
り
し
て
、（
中
略
）
国
民
の
権
利
と
自
由
保
護
の
方
向
を
強
く
打
ち
だ
し
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
旧
刑
法
の
特
徴
で
あ
ろ

妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
旧
刑
法
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て

一

(四
三
〇
)



う
。」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
二
号
掲
載
の
某
論
文
。
昭
和
三
十
五
年
）
と
述
べ
て
い
る
。「
懐
胎
中
の
婦
女
子
の
死
刑
に
」

「
一
定
の
制
限
を
設
け
」
る
旧
刑
法
の
規
定
は
、
第
十
五
条
の
「
死
刑
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ナ
ル
時
ハ
其
執
行
ヲ
停
メ
分
娩
後

一
百
日
ヲ
経
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
刑
ヲ
行
ハ
ス
」
で
あ
る
。
旧
中
国
法
の
刑
罰
は
残
虐
で
あ
る
か
ら
、
国
民
の
権
利
と
自
由
と
を
保
護
す
る
こ

の
よ
う
な
規
定
は
旧
中
国
法
に
は
存
在
し
な
い
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
が
、
実
は
、
旧
刑
法
の
こ
の
条
文
は
旧
中
国
律
の
条
文
に
由

来
す
る
の
で
あ
る
。二

『日
本
刑
法
草
案
』
第
二
十
条

旧
刑
法
の
草
案
で
あ
る
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
第
二
十
条
で
は
、「
死
刑
ニ
該
ル
婦
女
懐
胎
ト
申
ス
ル
時
ハ
其
執
行
ヲ
止
メ
分
娩
ノ
後

又
ハ
医
師
二
人
懐
胎
ニ
非
サ
ル
ノ
証
ヲ
述
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
刑
ヲ
行
ハ
ス
」
と
な
っ
て
お
り
（『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
。
八
十
頁
）、「
分
娩
後
一
百
日
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
」
と
い
う
文
言
が
な
い
。『
日
本
刑
法
草
案
』

の
編
纂
会
議
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
「
仏
国
に
て
は
、
死
刑
に
処
せ
ら
る
べ
き
婦
女
は
、
分
娩
を
待
て
死
刑
に
行
ふ
、
と
刑
法
に
は
記
す
れ

ど
も
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
埃
及
の
刑
法
は
、
仏
国
の
刑
法
と
同
じ
く
、
其
懐
姙
の
証
あ
る
時
は
、
分
娩
の
後
に
至
り
死
刑
に
処
す
、
と

記
せ
り
。」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
（
同
上
、
八
十
一
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）、『
日
本
刑
法
草

案
』
第
二
十
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
及
び
エ
ジ
プ
ト
刑
法
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
講
義
・
元
老

院
訳
述
『
刑
法
草
按
注
解
』
上
（
明
治
十
七
年
。
信
山
社
、
一
九
九
二
年
。
一
〇
三
頁
）
第
二
十
条
の
項
で
も
「
本
条
は
、
仏
国
の
法
律

及
び
其
他
、
仏
国
の
例
を
採
り
た
る
諸
国
の
法
を
参
照
し
て
制
定
し
た
る
者
な
れ
ど
も
」（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
読
点
及
び
濁
点

を
附
け
た
。）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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フ
ラ
ン
ス
刑
法
は
、
一
八
一
〇
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
第
二
十
七
条
の
「
も
し
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
女
性
が
、
自
分
が
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
を
申
告
し
、
そ
れ
が
立
証
さ
れ
た
な
ら
ば
、
彼
女
は
、
出
産
の
後
で
な
け
れ
ば
、
刑
を
受
け
な
い
。」（
原
文
。
Si
une
fem
m
e

condam
née
à
m
ort
se
déclare
et
s’ilest
vérifié
qu’elle
est
enceinte,elle
ne
subira
la
peine
qu’après
sa
délivrance.）

と
い
う
規
定
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
刑
法
は
、『
各
国
刑
法
類
纂
』（
司
法
省
蔵
版
、
明
治
十
一
年
。
五
十
八
頁
）
に
拠
れ
ば
、
第
三
十
条
の

「
若
し
、
死
刑
を
言
渡
さ
れ
し
婦
女
、
懐
胎
な
り
と
述
べ
、
真
に
其
証
あ
る
時
は
、
出
産
の
後
迄
、
其
処
刑
を
延
ば
す
可
し
。」（
片
仮
名

を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

『各
国
刑
法
類
纂
』
に
分
類
収
録
さ
れ
て
い
る
、
各
国
の
刑
法
の
和
訳
さ
れ
た
条
文
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』
作
成
時
に
参
照
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。「
死
刑
」
の
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
条
文
の
う
ち
、
妊
婦
に
対
す
る
死
刑
執
行
を
出
産
後
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
定
め
る
も

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
二
十
七
条
、
エ
ジ
プ
ト
刑
法
第
三
十
条
、
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
第
十
一
条
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
刑
法
第
一
千
二
百
二

十
五
条
及
び
第
一
千
二
百
二
十
六
条
、
イ
ギ
リ
ス
刑
法
第
三
百
二
十
五
条
（
何
を
指
す
の
か
不
明
。）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

出
産
後
、
一
定
の
期
間
を
経
な
け
れ
ば
、
死
刑
を
執
行
し
な
い
、
と
は
定
め
て
い
な
い
。

三

『刑
法
審
査
修
正
案
』
第
十
五
条

完
成
し
た
『
日
本
刑
法
草
案
』
は
、
明
治
十
年
十
一
月
、
大
木
司
法
卿
に
上
呈
さ
れ
、
翌
明
治
十
一
年
一
月
か
ら
明
治
十
二
年
六
月
ま

で
、
元
老
院
内
に
開
設
さ
れ
た
刑
法
草
案
審
査
局
で
審
査
修
正
さ
れ
、
同
年
同
月
、『
刑
法
審
査
修
正
案
』
が
三
条
太
政
大
臣
に
上
呈
さ

れ
た
（
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
「
解
題
」
十
一
頁
）。
そ
の
『
刑
法
審
査
修
正
案
』
の
第
十
五
条
で
は
、『
日
本
刑

法
草
案
』
第
二
十
条
が
修
正
さ
れ
て
、「
死
刑
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ナ
ル
時
ハ
其
執
行
ヲ
停
メ
分
娩
後
一
百
日
ヲ
経
ル
ニ
非
サ

妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
旧
刑
法
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て
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レ
ハ
刑
ヲ
行
ハ
ス
」
と
い
う
条
文
に
な
っ
て
い
る
（
日
本
立
法
資
料
全
集
36
Ⅱ
『
旧
刑
法
〔
明
治
13
年
〕（
⚔
）
Ⅱ
』
信
山
社
、
二
〇
一

六
年
。
二
四
一
頁
）。
こ
の
条
文
は
旧
刑
法
第
十
五
条
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
立
案
理
由
に
つ
い
て
、『
刑
法
審
査
修
正
案
註

解
』
第
一
編
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
鶴
田
皓
旧
蔵
文
書
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
旧
刑
法
第
十
五
条
と
同
文

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
条
文
の
立
案
理
由
は
旧
刑
法
第
十
五
条
の
立
法
趣
旨
で
も
あ
る
。

本
条
は
、
旧
法
に
従
ひ
、
児
子
の
生
育
を
慮
る
為
め
に
設
く
る
者
な
り
。
清
律
の
註
に
曰
、
所
生
の
子
を
乳
す
る
、
已
に
百
日
に
満
れ

ば
、
子
、
哺
食
続
命
す
可
し
。
然
後
、
刑
を
行
ふ
。
と
。
論
者
曰
、
本
犯
、
罪
状
、
悪
む
可
し
と
雖
も
、
既
に
児
子
を
生
育
す
る
に
於
て

は
、
復
た
寛
典
の
処
分
を
奏
請
す
る
を
得
、
と
。
是
れ
本
条
の
餘
意
を
発
す
る
者
な
り
。（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁

点
を
附
け
た
。）

｢旧
法
」
は
『
新
律
綱
領
』
断
獄
律
、
婦
人
犯
罪
条
の
「
若
シ
懐
孕
ノ
死
囚
ハ
穏
婆
ニ
看
視
セ
シ
メ
テ
、
後
ニ
監
禁
ス
、
産
ノ
期
ニ
臨

メ
ハ
、
親
属
鄰
保
ニ
責
付
シ
、
産
後
一
百
日
ヲ
待
テ
、
乃
刑
ヲ
行
フ
、
未
タ
産
セ
ス
シ
テ
、
決
ス
ル
者
ハ
、
徒
一
年
半
、
産
シ
訖
ル
モ
日

限
未
タ
満
ス
シ
テ
、
決
ス
ル
者
ハ
、
杖
八
十
、
失
誤
ス
ル
者
ハ
、
各
三
等
ヲ
減
ス
、」
と
い
う
条
文
を
指
す
。『
新
律
綱
領
』
の
こ
の
条
文

は
、
清
の
乾
隆
律
の
刑
律
、
断
獄
下
、
婦
人
犯
罪
条
の
「
若
し
婦
人
懐
孕
し
、（
中
略
）
若
し
死
罪
を
犯
さ
ば
、
穏
婆
を
し
て
禁
に
入
り

て
看
視
せ
し
む
る
を
聴
し
、
亦
た
産
後
百
日
に
し
て
乃
ち
刑
を
行
う
を
聴
す
。
未
だ
産
せ
ず
し
て
決
す
る
者
は
杖
八
十
。
産
し
訖
わ
り
、

限
未
だ
満
た
ず
し
て
決
す
る
者
は
杖
七
十
。
其
れ
限
を
過
ぎ
て
決
せ
ざ
る
者
は
杖
六
十
。
失
す
る
者
は
各
々
三
等
を
減
ず
。（
原
文
。
若

婦
人
懐
孕
、（
中
略
）
若
（
小
注
。
孕
婦
）
犯
死
罪
、
聴
令
穏
婆
入
禁
看
視
、
亦
聴
産
後
百
日
乃
行
刊
。
未
産
而
決
者
、
杖
八
十
。
産
訖
、
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限
未
満
而
決
者
、
杖
七
十
。
其
過
限
不
決
者
、
杖
六
十
。
失
者
（
小
注
。
失
於
詳
審
而
犯
者
）、
各
減
三
等
。）」（
順
治
律
の
婦
人
犯
罪
条

も
同
文
。）
と
い
う
条
文
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢清
律
ノ
註
」
と
は
、
沈
之
奇
撰
『
大
清
律
輯
註
』（
康
熙
五
十
四
年
（
一
七
一
五
）
の
自
序
が
あ
る
。）
を
指
す
。
そ
の
巻
二
十
八
、

刑
律
、
断
獄
、
婦
人
犯
罪
条
の
項
に
「
母
、
死
罪
を
犯
す
も
、
子
は
則
ち
辜つ

み

無
し
。
故
に
当
に
刑
を
行
う
べ
き
者
は
、
必
ず
其
の
産
後
、

并
び
に
生
む
と
こ
ろ
の
子
に
乳
す
る
を
待
つ
。
已
に
百
日
を
満
た
さ
ば
、
子
、
食
を
哺ふ

く

み
、
命
を
続
く
可
し
。
然
る
後
に
刑
を
行
う
。

（
中
略
）
既
に
其
の
胎
を
生
前
に
保
ち
、
復
た
其
の
子
を
産
後
に
全
う
す
。
仁
の
至
り
な
り
。（
原
文
。
母
犯
死
罪
、
子
則
無
辜
。
故
当
行

刑
者
、
必
待
其
産
後
、
并
乳
所
生
之
子
。
已
満
百
日
、
子
可
哺
食
続
命
。
然
後
行
刑
。（
中
略
）
既
保
其
胎
於
生
前
、
復
全
其
子
於
産
後
。

仁
之
至
也
。）」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
清
律
輯
註
』
は
『
中
国
律
学
文
献
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
）
第
五
輯
所
収
、
洪
弘
緒
増
訂
、

乾
隆
十
一
年
（
一
七
四
六
）
刻
本
を
見
た
。

｢論
者
」
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
編
纂
会
議
で
「
仏
国
に
て
は
、
死
刑
に
処

せ
ら
る
べ
き
婦
女
は
、
分
娩
を
待
て
死
刑
に
行
ふ
、
と
刑
法
に
は
記
す
れ
ど
も
、
多
く
は
分
娩
の
後
は
、
特
典
を
以
て
一
等
を
減
じ
、
無

期
の
徒
刑
と
為
す
な
り
。
之
は
其
生
子
は
固
よ
り
罪
な
き
も
の
な
れ
ば
、
之
を
養
育
せ
し
め
ん
が
為
め
の
主
意
な
り
。」（
前
掲
『
日
本
刑

法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
八
十
一
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）
と
述
べ
て
い
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
『
刑
法
草
案
註
釈
』
上
巻
（
司
法
省
。
一
八
〇
頁
）
で
「
頒
布
の
条
文
（
原
注
。
第
十
五
条
）（
旧
刑
法
第
十
五
条

を
指
す
。
佐
立
注
。）
は
仏
国
の
法
制
を
摸
範
と
し
た
る
も
の
な
り
。
唯
だ
日
本
旧
法
に
依
拠
し
、
懐
胎
の
婦
女
に
分
娩
後
一
百
日
の
猶

予
を
与
ふ
。」（
森
順
正
訳
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）
と
説
明
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、『
刑
法
審
査
修

正
案
註
解
』
が
「
本
条
ハ
旧
法
ニ
従
ヒ
児
子
ノ
生
育
ヲ
慮
ル
為
メ
ニ
設
ク
ル
者
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
刑
法
審
査
修
正
案
』

妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
旧
刑
法
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て

五
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第
十
五
条
即
ち
旧
刑
法
第
十
五
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
二
十
七
条
で
は
な
く
、『
新
律
綱
領
』
の
婦
人
犯
罪
条
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ

た
条
文
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
新
律
綱
領
』
の
婦
人
犯
罪
条
は
、
清
律
の
婦
人
犯
罪
条
を
受
け
継
い
だ
条
文
で
あ
る
か
ら
、
旧
刑
法

第
十
五
条
は
、
清
律
の
婦
人
犯
罪
条
に
由
来
す
る
条
文
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。『
日
本
刑
法
草
案
』
第
二
十
条
は
フ
ラ
ン
ス

刑
法
第
二
十
七
条
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
刑
法
草
案
審
査
局
で
清
律
に
由
来
す
る
条
文
に
差
し
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四

｢百
日
」
規
定
の
淵
源

明
律
（
洪
武
三
十
年
（
一
三
九
七
）
律
）
の
刑
律
、
断
獄
、
婦
人
犯
罪
条
は
、
清
律
の
婦
人
犯
罪
条
と
同
文
で
あ
る
。
明
の
王
肯
堂
撰

『
律
例
箋
釈
』
巻
二
十
八
、
刑
律
、
断
獄
、
婦
人
犯
罪
は
、
婦
人
犯
罪
条
の
「
聴
産
後
百
日
乃
行
刑
。」
の
条
文
に
つ
い
て
、「
蓋
し
孕
婦

は
応
に
死
す
べ
し
と
雖
も
、
生
む
と
こ
ろ
の
子
は
罪
無
し
。
亦
た
産
後
百
日
を
待
つ
は
、
其
の
子
の
、
乳
を
失
う
が
為
め
な
り
。
百
日
の

外
に
至
れ
ば
、
則
ち
以
て
哺
食
し
て
存
活
す
可
し
。
故
に
乃
ち
刑
を
行
う
。
仁
の
至
り
な
り
。（
原
文
。
蓋
孕
婦
雖
応
死
、
而
所
生
之
子

無
罪
。
亦
待
産
後
百
日
者
、
為
其
子
之
失
乳
也
。
至
百
日
之
外
、
則
可
以
哺
食
而
存
活
。
故
乃
行
刊
。
仁
之
至
也
。）」
と
説
明
し
て
い
る
。

『
律
例
箋
釈
』
は
『
中
国
律
学
文
献
』（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
）
第
二
輯
所
収
『
王
儀
部
先
生
箋
釈
』
を
見
た
。

明
律
の
婦
人
犯
罪
条
は
、
唐
律
（
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
律
）
の
断
獄
律
、
婦
人
懐
孕
犯
死
罪
条
の
「
婦
人
、
死
罪
を
犯
し
、
懐

孕
し
、
当
に
決
す
べ
き
者
は
、
産
後
一
百
日
に
し
て
乃
ち
刑
を
行
う
こ
と
を
聴ゆ

る

す
。
若
し
未
だ
産
せ
ず
し
て
決
す
る
者
は
徒
二
年
。
産
し

訖
わ
り
、
限
未
だ
満
た
ず
し
て
決
す
る
者
は
徒
一
年
。
失
す
る
者
は
各
々
二
等
を
減
ず
。
其
れ
限
を
過
ぎ
て
決
せ
ざ
る
者
は
、
奏
報
し
て

決
せ
ざ
る
の
法
に
依
る
。（
原
文
。
婦
人
犯
死
罪
、
懐
孕
、
当
決
者
、
聴
産
後
一
百
日
乃
行
刑
。
若
未
産
而
決
者
、
徒
二
年
。
産
訖
、
限

未
満
而
決
者
、
徒
一
年
。
失
者
、
各
減
二
等
。
其
過
限
不
決
者
、
依
奏
報
不
決
法
。）」
と
い
う
条
文
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。「
奏
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報
し
て
決
せ
ざ
る
の
法
」
と
は
、
断
獄
律
、
死
囚
覆
奏
報
決
条
の
「
死
罪
囚
、（
中
略
）
即も

し
奏
報
し
て
応
に
決
す
べ
き
者
は
、
三
日
に

し
て
乃
ち
刑
を
行
う
を
聴
す
。（
中
略
）
即も

し
限
を
過
ぐ
れ
ば
、
違
う
こ
と
一
日
な
れ
ば
杖
一
百
。
二
日
ご
と
に
一
等
を
加
う
。」
と
い
う

規
定
を
指
す
。

出
産
後
百
日
経
っ
て
か
ら
死
刑
を
執
行
す
る
、
と
い
う
法
規
は
北
魏
ま
で
遡
る
。『
魏
書
』
巻
一
一
一
、
刑
罰
志
に
「
世
祖
（
太
武
帝
。

在
位
四
二
三
～
四
五
二
）
即
位
す
。
刑
禁
、
重
き
を
以
て
、
神

中
（
四
二
八
～
四
三
一
）、
詔
し
て
司
徒
の
崔
浩
を
し
て
律
令
を
定
め

し
む
。（
中
略
）
大
辟
を
分
か
ち
て
二
科
と
為
し
、
死
・
斬
と
す
。
死
は
絞
に
入
る
。（
中
略
）
婦
人
、
当
に
刑
す
べ
く
し
て
孕は

ら

め
ば
、
産

後
百
日
に
し
て
乃
ち
決
す
。（
原
文
。
婦
人
当
刑
而
孕
、
産
後
百
日
乃
決
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
魏
書
』
巻
四
上
、
世
祖
紀
、
神

四

年
（
四
三
一
）
十
月
戊
寅
条
に
「
詔
し
て
司
徒
崔
浩浩
を
し
て
律
令
を
改
定
せ
し
む
。」
と
あ
る
。
神

四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
律
令
」
の

中
に
、
絞
・
斬
の
死
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
婦
人
が
懐
胎
し
て
い
る
と
き
は
、
出
産
後
百
日
経
っ
て
か
ら
刑
を
執
行
す
る
、
と
い
う
規

定
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
妊
婦
の
死
刑
を
出
産
後
一
百
日
経
っ
て
か
ら
執
行
す
る
旧
刑
法
第
十
五
条
の
規
定
の
由
来
は
、
五
世
紀
前
半
の
北
魏
の

「
律
令
」
ま
で
遡
る
の
で
あ
る
。

五

消
え
た
「
百
日
」
規
定

司
法
省
の
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
が
作
成
し
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
に
脱
稿
し
た
「
刑
法
草
案
」
で
は
、
旧
刑
法
第
十
五
条
が
修
正

さ
れ
て
、
第
十
一
条
第
二
項
の
「
死
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ナ
ル
ト
キ
ハ
分
娩
後
別
段
命
令
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
執
行
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
文
に
な
り
、「
一
百
日
ヲ
経
ル
」
の
文
言
が
な
く
な
っ
て
い
る
（
日
本
立
法
資
料
全
集
21
『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕

妊
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（
⚒
）』
信
山
社
、
一
九
九
三
年
。
一
三
一
頁
）。
こ
の
条
文
の
立
案
理
由
に
つ
い
て
、「
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
」
第
七
回
（
明
治

二
十
五
年
二
月
二
十
四
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
五
十
一
頁
）。

現
行
刑
法
（
旧
刑
法
を
指
す
。
佐
立
注
。）
第
十
五
条
は
、
婦
女
懐
胎
ナ
ル
時
ハ
分
娩
後
一
百
日
ヲ
経
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
刑
ヲ
行
ハ
ス
、

と
し
、
日
数
に
制
限
を
設
け
た
る
が
故
に
、
如
何
な
る
事
情
あ
る
も
、
其
日
数
内
は
死
刑
の
執
行
を
為
し
能
は
ず
。
又
、
其
日
数
を
経
過

し
た
る
と
き
は
、
既
に
必
ず
之
を
執
行
せ
ら
る
る
も
の
の
如
し
。
然
る
に
、
此
日
数
に
制
限
を
附
す
る
は
、
胎
児
の
発
育
上
、
医
学
的
妨

害
を
為
す
は
、
既
に
世
人
の
認
識
す
る
所
な
る
の
み
な
ら
ず
、
欧
洲
諸
国
に
於
て
は
、
嬰
児
養
育
の
為
め
、
多
く
は
此
死
刑
囚
に
特
典
を

与
へ
ら
る
る
の
例
と
な
り
居
れ
り
。
本
邦
は
敢
て
其
例
に
傚
は
ん
と
す
る
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
兎
に
角
、
其
日
数
に
制
限
を
置
く
は
不
可

な
り
。
又
、
命
令
後
、
執
行
前
、
懐
胎
な
る
こ
と
を
知
り
、
執
行
を
延
期
し
た
る
場
合
に
於
て
は
、
独
り
日
数
経
過
の
一
事
を
以
て
、
其

期
間
情
状
の
如
何
に
係
は
ら
ず
、
最
初
の
命
令
に
基
き
、
直
ち
に
之
を
執
行
せ
し
む
る
は
、
其
母
子
の
為
め
、
稍
々
憫
然
の
至
り
に
付
、

是
等
の
場
合
に
於
て
は
、
須
ら
く
其
情
状
を
詳
査
し
、
死
刑
の
必
要
あ
る
も
の
に
限
り
、
更
に
命
令
を
下
し
、
其
命
令
に
基
き
執
行
せ
し

む
る
こ
と
と
為
さ
ん
が
為
め
、
現
行
刑
法
第
十
五
条
は
、
本
条
二
項
の
如
く
、
修
正
を
要
し
た
り
。（
条
文
以
外
は
、
片
仮
名
を
平
仮
名

に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）

｢此
日
数
ニ
制
限
ヲ
附
ス
ル
ハ
胎
児
ノ
発
育
上
医
学
的
妨
害
ヲ
為
ス
ハ
既
ニ
世
人
ノ
認
識
ス
ル
所
」
と
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
明

治
十
六
年
七
月
に
山
県
有
朋
に
送
っ
た
「
刑
法
修
正
案
意
見
書
」
の
中
で
、「
其
分
娩
後
一
百
日
間
刑
を
停
止
す
る
の
事
た
る
、
遂
に
之

を
赦
免
す
る
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
之
が
辨
解
の
辞
な
か
る
可
し
。
蓋
し
小
児
を
乳
養
す
る
の
時
間
は
、
少
な
く
と
も
一
周
年
を
要
す
れ
ば
、

関
法
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此
期
限
は
不
充
分
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
（
日
本
立
法
資
料
全
集
20
『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕（
⚑
）
Ⅰ
』
信
山
社
、
一
九
九
九
年
。
四
五

六
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）。
確
か
に
、
平
山
宗
宏
他
編
『
育
児
の
事
典
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇

〇
五
年
。
一
一
九
頁
）
に
拠
れ
ば
、
乳
児
の
離
乳
が
完
了
す
る
時
期
は
通
常
、
十
三
カ
月
を
中
心
と
し
た
十
二
か
ら
十
五
カ
月
ご
ろ
で
あ

る
。
す
る
と
、
旧
刑
法
第
十
五
条
を
修
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
分
娩
後
一
百
日
」
を
「
分
娩
後
一
年
」
に
改
め
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、

刑
法
改
正
審
査
委
員
会
は
、「
決
議
録
」
で
「
兎
ニ
角
其
日
数
ニ
制
限
ヲ
置
ク
ハ
不
可
ナ
リ
」
と
述
べ
、
日
数
規
定
を
外
し
て
、「
分
娩
後

別
段
命
令
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
執
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
文
を
立
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
分
娩
後
す
ぐ
に
死
刑
執

行
命
令
を
下
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
乳
児
を
生
母
の
母
乳
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
条
文
は
、
旧
刑
法
第

十
五
条
の
改
悪
で
あ
り
、
千
五
百
年
近
く
前
の
北
魏
の
「
律
令
」
よ
り
も
劣
っ
た
規
定
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、「
命
令
後
、
執
行
前
、
懐
胎
な
る
こ
と
を
知
り
、
執
行
を
延
期
し
た
る
場
合
に
於
て
は
、
独
り
日
数
経
過
の
一
事
を
以
て
、
其

期
間
情
状
の
如
何
に
係
は
ら
ず
、
最
初
の
命
令
に
基
き
、
直
ち
に
之
を
執
行
せ
し
む
る
」
と
あ
る
の
は
誤
解
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
施
行

の
「
刑
法
附
則
」
の
第
五
条
に
「
死
刑
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ト
申
ス
ル
者
（
中
略
）
果
シ
テ
懐
胎
ナ
ル
時
ハ

察
官
ヨ
リ
司
法

卿
ニ
上
申
シ
テ
其
執
行
ヲ
停
メ
産
後
一
百
日
ヲ
経
テ
更
ニ
司
法
卿
ノ
命
令
ヲ
受
ケ
決
行
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
出
産
後
百
日

経
っ
て
か
ら
執
行
さ
れ
る
死
刑
は
、
最
初
の
執
行
命
令
に
基
づ
い
て
直
ち
に
執
行
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
執
行
命
令
を
受
け
て
執

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

法
典
調
査
会
が
明
治
三
十
三
年
に
作
成
し
た
「
刑
法
改
正
案
」
の
第
十
二
条
第
二
項
は
、
明
治
二
十
八
年
の
「
刑
法
草
案
」
の
第
十
一

条
第
二
項
と
同
文
で
あ
る
（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕（
⚒
）』
四
六
九
頁
）。
そ
の
立
案
理
由
に
つ
い
て
、「
刑
法
改
正
案
参
考
書
」
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
五
〇
一
頁
）。

妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
旧
刑
法
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て

九

(四
二
二
)



現
行
法
は
、
分
娩
後
一
百
日
ヲ
経
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
刑
ヲ
行
ハ
ス
、
と
定
め
た
る
も
、
修
正
案
は
、
此
規
定
を
改
め
、
別
段
ノ
命
令
ア
ル

ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
執
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
と
為
し
た
る
は
、
現
行
法
の
如
く
、
一
百
日
と
の
限
定
あ
る
と
き
は
、
却
て
犯
人
を
し
て
絶

望
の
苦
痛
を
受
け
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
期
限
来
れ
ば
直
に
執
行
す
る
の
虞
あ
る
を
以
て
な
り
。（
条
文
以
外
は
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変

え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）

｢現
行
法
ノ
如
ク
一
百
日
ト
ノ
限
定
ア
ル
ト
キ
ハ
却
テ
犯
人
ヲ
シ
テ
絶
望
ノ
苦
痛
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
」
と
あ
る
が
、
分
娩
後
一
百
日
を
経

な
け
れ
ば
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
の
方
が
、
分
娩
後
で
な
け
れ
ば
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き

よ
り
も
、
死
刑
囚
の
絶
望
の
苦
痛
が
大
き
い
、
と
な
ぜ
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。「
期
限
来
レ
ハ
直
ニ
執
行
ス
ル
ノ

虞
ア
ル
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
、
前
段
で
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

法
典
調
査
会
が
作
成
し
、
明
治
三
十
四
年
二
月
に
第
十
五
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
案
」（
日
本
立
法
資
料
全
集
22

『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕（
⚓
）
Ⅰ
』
所
収
、
信
山
社
、
一
九
九
四
年
）
で
は
、
妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
こ
と
を
定
め
る
条
文
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
刑
法
改
正
案
」
を
作
成
し
た
法
典
調
査
会
で
、
妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
規
定
を
刑
事
訴
訟
法
に
移
す
こ
と

が
決
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
一
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
「
刑
法
施
行
法
」
の
第
四
十
八
条
に
、
刑
事
訴
訟
法
（
明
治
二
十
三
年

十
一
月
施
行
）
の
中
に
、
第
三
百
十
八
条
ノ
三
の
第
二
項
と
し
て
、「
死
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ナ
ル
ト
キ
ハ
分
娩
後
司
法
大

臣
ノ
命
令
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
文
を
加
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（『
法
令
全
書
』）。
こ
の
条

文
は
、
明
治
三
十
三
年
の
「
刑
法
改
正
案
」
の
第
十
二
条
第
二
項
と
比
べ
て
、「
別
段
命
令
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
」
が
「
司
法
大
臣
ノ
命
令

ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
」
に
、「
之
ヲ
執
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
が
「
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
に
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

関
法

第
七
三
巻
三
号

一
〇

(四
二
一
)



大
正
十
三
年
一
月
施
行
の
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
第
五
百
四
十
三
条
第
二
項
に
「
死
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
婦
女
懐
胎
ナ
ル
ト
キ
ハ
法
務

総
裁
ノ
命
令
ニ
因
リ
執
行
ヲ
停
止
ス
」、
同
条
第
三
項
に
「（
前
略
）
分
娩
ノ
後
法
務
総
裁
ノ
命
令
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

得
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
明
治
四
十
一
年
に
刑
事
訴
訟
法
に
加
え
ら
れ
た
第
三
百
十
八
条
ノ
三
の
第
二
項
と
比
べ
て
、

二
項
に
分
け
ら
れ
、「
司
法
大
臣
」
が
「
法
務
総
裁
」
に
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
一
月
施
行
の
現
行
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
第
四
百
七
十
九
条
第
二
項
に
「
死
刑
の
言
渡
を
受
け
た
女
子
が
懐
胎
し
て
い
る

と
き
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
つ
て
執
行
を
停
止
す
る
。」、
同
条
第
三
項
に
「（
前
略
）
出
産
の
後
に
法
務
大
臣
の
命
令
が
な
け
れ
ば
、

執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
大
正
十
三
年
施
行
の
刑
事
訴
訟
法
の
第
五
百
四
十
三
条
第
二

項
・
第
三
項
と
比
べ
て
、
文
語
表
記
か
ら
口
語
表
記
に
変
わ
り
、「
婦
女
」「
分
娩
」「
法
務
総
裁
」
が
「
女
子
」「
出
産
」「
法
務
大
臣
」

に
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
内
容
は
、
明
治
二
十
八
年
の
「
刑
法
草
案
」
の
第
十
一
条
第
二
項
の
内
容
と
同
じ
で
あ
り
、

こ
の
条
文
に
拠
っ
て
、
出
産
後
す
ぐ
に
死
刑
執
行
命
令
を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
現
行
法
で
あ
る
こ
の
条
文
に
対
し

て
も
、
五
世
紀
の
北
魏
の
「
律
令
」
よ
り
も
劣
っ
た
規
定
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

妊
婦
の
死
刑
執
行
を
延
期
す
る
旧
刑
法
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て

一
一

(四
二
〇
)


